
 

ノエルに贈る写真展

遠藤 桂 静寂の時 Le temps tranquille 
会期：2015 年 11 月 18 日（水）~12 月 28 日（月） 会場：箱根写真美術館 2F 展示室

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Hakone museum of 
photography 

＜展覧会概要＞ 
 作者は箱根出身、生粋の山男。山や渓谷美に魅せられ、
ヒマラヤ、米・ヨセミテ国立公園などをはじめとする自
然美に魅せられ撮影、その後世界に通用する作品をと富
士山を撮り続けている。そんな写真家にとって、ヨーロ
ッパはモノクロームの映画の中だけの世界だったとい
う。 
 1999年に知人の縁で初めてパリを訪れ、一人のファ
ッションフォトグラファーとの出会いがきっかけとな
り、ヨーロッパ 6カ国で発行する雑誌に富士山作品を発
表した。しかし印刷の色がオリジナルとは異なっていた
ため、直接作品を見てもらいたいと、翌年、写真発祥の
国であり芸術の都、パリで海外初個展を開き、富士山作
品を発表、以来 3回の個展(2005、2008、2010 年)
とグループ展 2回に参加 (2013、2014年)する。 
 時を超えて、かつて観た映画のワンシーンのように佇
む古い街並や歴史の匂い、母国にはない文化と数々の芸
術家を生んだ自然と光と影の出会い、写真を生み出した
フランスに対する敬意と親愛、そのイメージを写真家
は、常に旅人としてその景色をモノクロームのフィルム
に収め欧州風景シリーズを制作している。 
 本展では、写真家が捉えた、静寂に包まれた穏やか
で”Tranquille”な時空間が流れるパリ作品を中心に展示
致します。 
 
＜展示作品＞ 
ゼラチンシルバープリント 額装約 20 点 
＜作家在廊 サロン・ド・フォト＞ 
11 月 29 日（日）15:00-（約 1 時間） 
入館料+企画展ケーキセット付 ￥１５００ 
作家本人による、写真発祥の地フランス、パリについて
のトークイベントを開催します。 
館内トークイベント後にティータイムとなります。 
事前申込要。 
 

 

明け方のエッフェル塔 La Tour Eiffel à l'aube  
2010  © Katsura ENDO 

sous le pont au double 2010 ©Katsura ENDO 

 

 
オー・ドゥブル橋の下でSous le pont au double 
2010  © Katsura ENDO 



新春写真展

遠藤 桂 富士 
会期：2015 年 12 月 30 日（水）~2016 年 2 月 28 日（月）

会場：箱根写真美術館 1F/2F 展示室

 

 

f 

[会場／問合せ先] 
箱根写真美術館 神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300-432 電話 0460-82-2717 FAX: 0460-82-2717 
URL  http://www.hmop.com  e-mail info@hmop.com 
開館時間：10:00-17:00(最終入館) 休館日：火曜休館（祝日を除く）、12/7(月)は臨時休館 
入館料：大人 500 円(300 円)( )内は小中学生 ※未就学児童は無料 
  

＜作家紹介＞ 
遠藤 桂（えんどう かつら） 
【作家略歴】 
1958 箱根に生まれる 
1978 東京写真短期大学（現：東京工芸大学）を卒業 
1979-80 ヒマラヤ冬期解禁に伴い、アイランドピーク遠征 
1980 個展／ネパールヒマラヤ写真展 
1982-87 広告写真家トシ若林氏に師事、 
 TOYOTA 等の撮影アシスタントを務める 
1991 東京・原宿に写真事務所OASIS 設立し独立。 
1998- バンタンデザイン研究所フォトグラフィ学科の講師
 となる。 
2000- 社団法人 日本広告写真家協会(APA)正会員となる 
2001- 事務所を南青山に移転。 
2002-      箱根写真美術館を設立、富士山作品を常設展示。 
2003      パリにて初個展「蒼詠-SOUEI-」 
 ＜DUPIF PHOTO GALERIE＞ 
       Le 6ème, ateliers d'artistes に参加。 
2005 遠藤桂写真展-富士の息吹のなかで 
 ＜日南町美術館・鳥取＞ 
2005-06 パリにて第二回個展「睡-NEBURI-」 
 ＜DUPIF PHOTO GALERIE＞ 
        Le 6ème, ateliers d'artistes に参加。 
2007 遠藤桂富士山写真展「静寂の旅～岡田紅陽氏へのオ

マージュ～」＜池田記念美術館・新潟＞ 
2008  パリにて第三回個展「白彗-HAKUSUI-」 

＜DUPIF PHOTO GALERIE＞ 
          日仏交流 150周年記念事業／ 

Mois de la photo-OFF 2008 参加 
       パリ写真学校 Spéos にて特別講演。 
2009-      (財)箱根町観光協会主催『箱根フォト百選』審査委     
            員をつとめる。 
2009 遠藤桂写真展『聖なる光～Lumiere Sacree』 

＜銀座・靖山画廊＞ 
2010 パリにて第四回個展「響-HIBIKI-」 

＜DUPIF PHOTO GALERIE＞ 
2011 横浜高島屋１F にて「遠藤桂写真展こころのたから

もの ー箱根 mon fujiー」、8F にて「箱根の名宝・
文化財写真展」＜横浜高島屋＞ 
遠藤桂写真展 『富士の記憶』  
＜渋谷・セルリアンタワー東急ホテル内 ギャルリ・
アジュール＞ 

2012 遠藤桂展『静寂の時～ le temps tranquille~』 
＜銀座・靖山画廊＞ 
遠藤桂 PARIS 写真展『10 ans de voyages / 10   
jours de photographies』  
＜ 神楽坂・光鱗亭ギャラリー＞ 

2012 遠藤桂富士山『大地の鼓動と自然の息吹』＜東京有
楽町・特例社団法人日本外国特派員協会（FCCJ）＞ 

2013 Helene Aziza presente, Simplicite et 
dpeouillement「Vingt ans de photographies du 
Mont Fuji」＜19 rue Paul Fort ・パリ,フランス ※
グループ展＞ 

2013-2014 写真集「富士山 -こころ-」発刊記念遠藤 桂 写真展 
＜西武池袋本店 本館６階＝アート・ギャラリー ＞ 

2014 Art for Japan主催 東日本大震災支援プロジェク
ト『 Sakura Blossom』 
＜パリ 20 区区役所/Salle d’honneur de la Marie 
du 20e arrondissement ＞ 

2015 池田町町制施行100周年・合併60周年記念  
世界文化遺産 富士山 遠藤桂写真展 富士の鼓動
と息吹に包まれて 
＜長野・安曇野東山包美術館＞ 

 

 

 

当館の常設展示を拡大し、四季折々さまざまな表
情を見せる富士作品を存分に御楽しみ頂ける展
覧会を開催します。 
会期中、写真家と富士を撮るミニレッスン「富士
山 Petit-PHOTOさんぽ」を開催します。 
●1月 11日（祝）10:00-11:00 元箱根港にて 
 参加費 3000円 事前申込要 
 



 

 
Hakone museum of photography 

箱根写真美術館  併設カフェ  
Plasir de l’œf プレジール・ドゥ・ルフから冬のお便り  

寒いからこそ楽しめる、冬ならではの幸せを。  
 

 

 

 

 

 

 

Chocolat Chaud 
ショコラ・ショー 
フランス・ヴァローナ社のチョコレ
ートをミルクに溶かしたホットチョ
コレートドリンク。生クリ̶ムを浮
かべて。￥550 
冬限定(11 月下旬～3月上旬) 

焼き林檎 
ラムレーズンと一緒にじっくり
と焼き上げた熱々の林檎にクラ
ンブルとミルクアイスを添えて。
￥700 
冬限定(11 月下旬～3月上旬) 
 

Chocolatショコラ 
フランス・ヴァローナ社のチョコレート
を贅沢に使用した生チョコのようなチ
ョコレートケーキ。￥550 
冬限定(12 月～2月中旬) 

Noel ノエル 
クリスマスの限定スイーツ。 
洋酒に漬け込んだドライフルーツや
ナッツをぎっしり焼きこんだ、スパ
イスの香り豊かなケーキ￥800 
クリスマス限定(12 月) 

Vin Chaud  
ヴァン・ショー 
アルザス地方のルセットで作ったス
パイスの入った甘いホットワイン。 
2 杯セット￥1500 
冬限定(12 月~2 月) 

富士山ケーキ 
Bonheurボヌール 
年末年始限定スイーツ。蕎麦の神様とい
われる達磨・高橋邦弘氏から特別に分け
ていただいたこだわりの蕎麦粉と栗の
ケーキを富士山型に焼き上げた、おめで
たいスイーツ。「幸運のビエ」（ラッキ̶
くじ）が付いてカレンダーなどが当る。 
￥800 
冬限定(12 月末~新春※蕎麦粉がなくな
り次第終了) 

お食事メニュ̶も冬メニュ̶。 
冬のあったかポトフや 
鶏の赤ワイン煮（各￥1300）が 
登場します。 


